






 

【研究目的】 

 胎内でサイトメガロウイルス(CMV)に感染した子供は巨細胞封入体症(CID)と

呼ばれる重篤な疾患になり,生存しても小頭症,脳性麻痺など神経系の後遺症を

残すことが知られている。しかし最近の欧米における研究では,CID,すなわち新

生児期に多彩な症状を示す例は CMV の胎内感染全体の氷山の一角であり,その

背景には 10-30 倍もの胎内感染があること,しかも新生児期には無症状である

が,数年間追跡すると聴力障害や知能低下などが高率に発生すると云うことが

次第に明らかにされてきた。欧米では将来にそなえて,すでにワクチンが試作さ

れている。しかるに本邦では CMV の胎内感染に関する系統的研究が極めて少な

く,その実態については不明の点が多い。そこで妊娠経過中における母体の CMV

感染と胎児感染を知る目的で多数の妊婦と新生児を対象にウイルス・血清学的

研究を行った。また先天性 CMV 感染症の retrospective な診断法に関する基礎

的研究も行った。 


